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今後のオープンラボ滞在予定教員

神戸の区画整理を見学してきました！

2/3 鳥井 (地質学)

2/10  円山 (都市計画，交通計画)

2/17  田中尚 (歴史・風景・まちづくり)

2/24  柿本 (都市計画，防災・減災)

1/16-17に木山まちづくり協議会の皆さん，役場職員さん達と神戸の阪神・

淡路大震災からの復興の姿を見学してきました．昨年10月にましきラボで講

演いただいた小林郁雄先生のお誘いです，神戸の当時の区画整理の地域住民，

行政職員，コンサルタントさんにお話を聞きました．住民が主体となって，

より良い街を皆で創り上げていった経験を直接伺い，その現場を見ることが

でき，木山地区で検討中の区画整理にも参考になる機会となりました．

1月

16-17

毎週土曜日14時～１７時のオープンラボでは，２/２４以降は

県道四車線化の模型を展示して，皆様をお待ちしています！

3/3 吉海 (建築計画，建築設計)

3/10 田中智 (建築計画・建築設計)

3/17   竹内 (地域防災，防災教育)

3/24   星野 (景観デザイン)

「２７ｍ県道の姿をみんなで考える
オープンラボ」を開催します !!

活動報告

２月2１日(水) 益城町役場仮設庁舎 別館２階大会議室1９:00～2１:０0日時： 会場：

事前申し込み不要/入場無料

★四車線化の模型のひとつ
この模型は2/24以降の毎週土曜日のオープン
ラボでもましきラボに展示します

私たちが益城町の復興まちづくりのお手伝いを
してきたなかで、住民の皆さんから様々な声を伺
いました。特に、幅員27mの県道熊本高森線の四
車線化については、期待の声がある一方、安全性
や地域の分断等への不安の声も伺っています。

私たちは、道路のつくり方の工夫で、この27m

道路は使いやすく安全であると同時に、歩いて楽
しい賑わいのある空間、そして地域性に配慮した
道路景観が実現できると考えています。今回、ま
しきラボが製作した模型を用いて、この道のつく
り方の３つのプランを提示し、それらへのご意見
をいただきながら、今後の益城のまちづくりを住
民の皆さんと一緒に話し合いたいと思います。
皆さんのご参加お待ちしています！

区画整理でつくられた公園の見学風景
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